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※すべての科目で予約制となりました。※診察時間等の変更等もありますので、ご確認下さい。

平成29年8月1日より
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副院長  総合診療医
　　中尾　雅朋

総合診療医として
誠実に患者様と
向き合います。
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　野上倫昭　
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藤・小畑
桂

　5月より当院にて勤務しております総合診療医の
中尾と申します。
　大学卒業後、胸部外科（心臓血管外科・呼吸器
外科）に入局、研究・専門医の取得に打ち込みまし
た。救命センターでの研修において、患者様を診ると
いうことは、自分の専門以外の臓器・疾患にも常に注
意を払うということであることを学ばせて頂きました。
「臨床医は病気を見ずして、病人を見よ」、その気持
ちは益々強くなっております。
　コロンビア大学留学後医局に戻り、その後着任し
ました病院では多くの外科手術も執刀し、ドクターカ
ーにて救急の現場に赴くこともありました。再度、心
臓・血管外科の手術やカテーテルを用いた血管の治
療に術者として専念させて頂きました際も、多くの患
者様が高齢者でした。糖尿病や高血圧、肝機能障
害等の併存疾患も多く、術後如何に合併症を回避
できるかが大きな問題でした。術前より併存症をコン
トロールして手術に臨み、患者様をトータルで管理す

る能力が必要とされました。そのような経験からプラ
イマリケア連合学会の指導医や総合診療医の認定
を受け、総合診療医としても活動させて頂いておりま
す。　
　総合診療とは何か？全身を診る科であり、症状や
訴えから患者様の診察に入っていきます。今までの
経験・知識・技術を生かし、どのような病気や悩みに
も誠実に患者様一人一人との対話を大切にしなが
ら、治療に当たらせて頂きたいと考えています。何卒
宜しくお願い致します。
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熱
中
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これからの
季節 予　防

対処法

熱中症に注意！

夏真っ盛り。バカンス気分も満開のこの時

期、「熱中症」の事故のニュースが毎年挙が

ってきます。「車内で留守番をしていた子ど

もが熱中症で重体」「海辺でバーベキュー

をしていた会社員が熱中症で倒れた」…。

毎年のことだけに、熱中症については多く

の人がよく知っているように感じますが、

熱中症について、また、その原因や予防、

対処法を知っていますか？

高温環境や運動で体温が上昇すると、体は末梢の皮膚血管を拡張し、血液を流して熱を放散させ、

発汗量を増やし、汗の気化熱によって体温を下げようとします。そのため体の水分が不足し、さら

に発汗がなければ体温の上昇を抑えることができないため、体は内臓に流れる血液を減らして皮膚

に優先的に血液を流し、汗を出そうとします。そして臓器の循環血液量は減少し、臓器の機能障害

をきたします。やがて体温調節機能を失い、熱で細胞は破壊され、悪化し最悪な場合、死にいたる

こともあります。熱中症には、さまざまな症状があり、重症度がことなります。内容は下表を参考

にして下さい。

熱中症の事故は、急に暑くなったときに多く発生しています。梅雨の合間に突然気温が上昇した

日や梅雨明けの蒸し暑い日、日頃運動をしていなかった人が急に運動をしたり、環境の変化などに

事故が起こりやすいので注意が必要です。

熱中症かなと感じたら、以下のような対処法を行って下さい。特に熱疲労・熱射病は救急要請が必要です。

暑熱環境での体温調節能力には、暑

さへのなれ（暑熱順化）が関係してい

ます。急に暑くなったときは運動を軽

減し、暑さになれるまでの数日間は、

短時間の軽い運動から徐々に増やし

ていくようにしましょう。体感温度を

下げるために、日射を防ぐ、通風を確

保することも重要です。

実際の運動の現場では、環境条件や

各個人のコンディションに合わせな

がら、暑さと運動に体をならしていく

ことが必要です。体調が悪いと体温調

節能力も低下し、熱中症につながり

ます。疲労、発熱、かぜ、下痢など、体調

の悪いときには無理に運動をしない

ようにしましょう。

熱中症予防に関しては塩分、糖分は

重要です。水だけを摂取すると体内の

ナトリウム（塩分のことです。）濃度が

薄くなり、筋肉のけいれん（熱けいれ

ん）等をおこし、熱中症をさらに助長

してしまいます。また、糖分は水分吸

収を助ける働きがあり、また運動する

うえでエネルギーとしても重要です。

そのため、水分補給の際は食塩（0.1

～0.2％）と糖分を含んだものが有効

です。特に1時間以上の運動をする場

合には、4～8％程度の糖分を含んだ

ものが疲労の予防に役立ちます。

運動前・中・後にこまめにスポーツド

リンクのような塩分、糖分を含んだも

のを摂取し、熱中症を予防しましょう。熱けいれん…四肢や腹筋などに痛みをともなったけいれん
○腕、足、腹筋などの筋肉に痛みを伴った痙攣が生じる。頭痛やめまい、吐き気も生じる
場合がある。
○多量の発汗の中、水のみを補給した場合に、起こりやすいとされている。

熱失神…失神（数秒間程度なもの）
○末梢血管が広がり、相対的に脳・全身への血液量が減少を起こすことによって生じる。
失神、脈拍が速く弱い状態になる、呼吸回数の増加、顔面蒼白、頭痛、めまい、吐き気、倦
怠感などが見られることがある。意識は清明である。

熱疲労…めまい感、疲労感、虚脱感、頭重感（頭痛）、失神、吐き気、嘔吐などの
　　　　いくつかの症状が重なり合って起こる
○体温上昇（38℃以上）、脱力感、だるさ、めまい、頭痛、吐き気、血圧の低下、皮膚の蒼白
などの症状が生じる。
○脱水と塩分などの電解質が失われて、末梢の循環が悪くなり、極度の脱力状態となり、
放置あるいは誤った判断を行なえば重症化し、Ⅲ度へ移行する危険性がある。

熱射病…意識障害、おかしな言動や行動、過呼吸、ショック症状などが、Ⅱ度の症
状に重なり合って起こる
○意識障害、おかしな言動や行動、過呼吸、ショック症状などが、Ⅱ度の症状に重なり合っ
て起こる。
○自己温度調節機能の破錠による中枢神経系を含めた全身の多臓器障害。
○重篤で、体内の血液が凝固し、脳・肺・肝臓・腎臓などの全身の臓器の障害を生じる多
臓器不全となり、死亡に至る危険性が高い。

涼しい所で安静にし、スポーツドリンクなど少量の塩分を含む水分を摂取する。
けいれんしている筋肉をゆっくり伸ばして下さい。

涼しい所で衣類を緩めて安静にして下さい。スポーツドリンクなど少量の塩分を
含む水分を摂取して下さい。嘔吐などにより水分摂取が困難な場合、医療機関で
点滴を受ける必要がある場合もあります。また頭、首などを氷や濡れタオルで冷
やして下さい。

救急要請し、医療機関に運ぶようにして下さい。その間に、頭、首、腋下、鼠径部な
どに氷を当て、一刻も早く身体を冷やし、皮膚が乾燥していれば濡れタオル、霧吹
きなどで身体を湿らせて下さい。可能であれば水分摂取させて下さい。
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程度 症　　　　状

Ⅰ度軽症度
熱けいれん

Ⅰ度軽症度

Ⅲ度重症度
Ⅱ度中等度

熱失神

熱疲労／熱射病

※誤嚥する可能性があるので、無理には飲ませないようにしましょう。

熱中症を予防して素敵な夏をお過ごし下さい。　　（リハビリ　坂上・小田）

日時　平成２９年１０月２９日（日）  １１時～１５時３０分（予定）
前回は健康相談や催し物、模擬店など各ブースが大盛況！　今回もお楽しみに！！

〈引用文献／厚生労働省熱中症診療ガイドライン2015・日本救急医学会熱中症分類2015〉

第４回　のがみ健康フェスタ 開催！


